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第２章 南多摩保健医療圏の概要 
 
第１節 保健医療圏 
 
１ 保健医療圏とは                             

 
○ 全ての都民が住み慣れた地域で安心して生活していくためには、都民が必要とす

る保健医療サービスを、いつでも、どこでも、だれでも必要に応じて適切に受ける

ことができるようにすることが不可欠です。  
 
○ こうした都民の保健医療ニーズに的確に対応するため、保健医療資源の適切な配

置を図るとともに、適切な保健医療サービスの提供や医療提供施設相互の機能の分

担と連携を推進し、疾病の発症予防から早期の発見・治療、リハビリテーションな

ど、総合的な保健医療提供体制の体系を構築するための地域的単位として、「保健

医療圏」が位置付けられています。  
 
○ 都では、「東京都保健医療計画」において、地域の保健医療ニーズに対して、都民

に最も適切な保健医療サービスを提供していく上での圏域として、一次、二次及び

三次の保健医療圏を設定しています。  
 
○ 一次保健医療圏は、地域住民の日常生活を支える健康相談、健康管理、疾病予防

や頻度の高い一般的な傷病の治療など、住民に密着した保健医療サービスを、福祉

サービスと一体となって総合的、継続的に提供していく上での最も基礎的な圏域で

あり、その体制の整備を図るための地域的単位として、区市町村の区域が位置付け

られています。  
 
○ 二次保健医療圏は、原則として、特殊な医療を除く一般の医療ニーズに対応する

ために設定する区域で、入院医療を圏域内で基本的に確保するとともに、医療機関

の機能連携に基づく医療サービスと広域的、専門的な保健サービスとの連携などに

より、都民に包括的な保健医療サービスを提供していく上での圏域であり、その整

備を図るための地域的単位です。  
  医療法第 30 条の 4 第 2 項第 12 号の規定により、主として病院の病床及び診療

所の病床の整備を図るべき地域的単位として設定する医療計画上の区域でもあり

ます。  
  都における二次保健医療圏は、住民の日常生活行動の状況、交通事情、保健医療

関係の既存の地域ブロック、保健医療資源の分布等圏域設定に必要な要素を総合的

に勘案の上、複数の区市町村を単位とする 13 の圏域に設定されています。南多摩

保健医療圏は、二次保健医療圏の一つです。 

 
○ 三次保健医療圏は、一次及び二次の保健医療体制との連携の下に、特殊な医療提
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第１部 総論 第２章 南多摩保健医療圏の概要 

供を確保するとともに、東京都全域での対応が必要な保健医療サービスを提供する

上での区域であり、その体制を整備していくための地域的単位です。  
  医療法第 30 条の 4 第 2 項第 13 号の規定により、特殊な医療などを提供する病

院の病床確保を図るべき地域的単位として設定する医療計画上の区域でもあり、医

療法施行規則（昭和 23 年厚生省令第 50 号）第 30 条の 29 第 2 号において、都

道府県を単位として設定することが定められています。そのため、三次保健医療圏

は東京都全域とされています。  
 
２ 南多摩保健医療圏について                        

 
○ 南多摩保健医療圏は、八王子市、町田市、日野市、多摩市、稲城市の 5 市で構成

される二次保健医療圏です。 

 

○ 南多摩保健医療圏は、圏域内に３つの保健所が存在することが特徴です。日野市、

多摩市、稲城市を管轄する都道府県型保健所としての東京都南多摩保健所、地域保

健法の規定に基づき、政令の指定を受け、保健所を設置する市として定められた八

王子市保健所（中核市）、町田市保健所があります。 

 

○ 東京都南多摩保健所は、南多摩保健医療圏の総合調整を行う機能を担い、八王子

市保健所、町田市保健所は、市の保健（医療）衛生行政を推進することを基本とし

ます。その上で、各保健所は、健康危機管理対策や災害医療対策など二次保健医療

圏で対応すべき課題について、相互に連携・協力して取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都保健医療計画（平成 30 年 3 月改定） 

二次保健医療圏 構成区市町村
面積

（ｋ㎡）
人口

（人）

区中央部 千代田区、中央区、港区、文京区、台東区 63.64 860,669

区南部 品川区、大田区 83.50 1,103,937

区西南部 目黒区、世田谷区、渋谷区 87.83 1,405,501

区西部 新宿区、中野区、杉並区 67.87 1,225,772

区西北部 豊島区、北区、板橋区、練馬区 113.92 1,915,881

区東北部 荒川区、足立区、葛飾区 98.21 1,325,299

区東部 墨田区、江東区、江戸川区 103.83 1,435,681

西多摩
青梅市、福生市、羽村市、あきる野市、瑞穂町、日の出町、檜原村、
奥多摩町

572.70 390,897

南多摩 八王子市、町田市、日野市、多摩市、稲城市 324.71 1,430,411

北多摩西部 立川市、昭島市、国分寺市、国立市、東大和市、武蔵村山市 90.05 640,617

北多摩南部 武蔵野市、三鷹市、府中市、調布市、小金井市、狛江市 96.10 1,022,646

北多摩北部 小平市、東村山市、清瀬市、東久留米市、西東京市 76.51 731,469

島しょ
大島町、利島村、新島村、神津島村、三宅村、御蔵島村、八丈町、
青ヶ島村、小笠原村

399.35 26,491

2,190.93 13,515,271計
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第 2 節 地域特性 

 
１ 地理的条件                               

 
多摩地域の南部に位置する南多摩保健医療圏は、多摩川や浅川流域に広がる平野 

部、東西に延びた丘陵地及び西部の山間部で構成され、緑豊かな自然が多く残されて

いる地域です。  
この保健医療圏は、八王子市、町田市、日野市、多摩市、稲城市の５市からなり、

面積は約 325ｋ㎡で、東京都の面積の約 14.8％を占めています。北は多摩川をはさ

み、あきる野市、昭島市、立川市、国立市、府中市、調布市、南西は山梨県、南は日

野市を除く４市が神奈川県に接し、特に、町田市は日常生活圏として神奈川県と強い

関連がある地域です。  
また、八王子市、町田市、多摩市、稲城市の４市にまたがる多摩丘陵に位置する多

摩ニュータウンは、高度経済成長による住宅難への対応と乱開発の防止を目的に整備

され、昭和 46 年の大規模団地への入居開始以降、商業、教育、文化など多様な施設

が立地する多機能複合都市として発展してきました。  
しかし、初期入居地区では、団地の老朽化、住民の高齢化等の課題が顕在化してお

り、住宅の更新や道路の整備、地域包括ケアと連携したまちづくりなどの再生が必要

となっています。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 道路・交通                           
 

道路は、東西に国道 20 号線（甲州街道）や中央自動車道が、南北に国道 16 号線、

圏央道（首都圏中央連絡自動車道）が通り、基幹的な道路網を形成しています。 

鉄道は、東西に JR 中央線、京王線、南北に JR 横浜線、東部を JR 南武線、南部

を小田急線、東急田園都市線が通っています。 

また、多摩都市モノレール（多摩センター～上北台間 約 16 ㎞）は、開業されて以

来、利用者が着実に増え、いまや地域になくてはならない交通機関となっています。 

面積が広い南多摩保健医療圏では、鉄道網の補完としてバス路線が整備されており、

加えて「ミニバス」の運行で市内施設へのアクセスが容易となり、住民の足として活

用され、喜ばれています。 
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第 3 節 人口の状況 

 
１ 人口構造と将来予測                           

 
○ 南多摩保健医療圏の人口は、昭和 46 年に多摩ニュータウンへの入居が始まって

以降急速に増加し、その後も増加を続けてきましたが、近年は、横ばい傾向となっ

ています。平成 29 年 10 月 1 日現在、住民基本台帳による南多摩保健医療圏の人

口は 1,438,721 人で、都全体の 10.5％、多摩地域の 33.9％を占めています。 

 

【南多摩保健医療圏における人口の推移】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 南多摩保健医療圏の年齢区分別人口割合を見ると、年少人口（14 歳以下）が

12.5％、老年人口（65 歳以上）が 25.8％で、いずれも都全体よりも高く、生産

年齢人口（15 歳～64 歳）が 61.7％で都全体よりも低くなっています。 

 

【南多摩保健医療圏における年齢３区分別人口割合】  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」（平成 30 年 1 月 1 日現在） 
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○ 南多摩保健医療圏の人口は、平成 27 年から平成 32 年（2020 年）をピークに

減少に転じることが予測されています。年齢区分別人口では、老年人口割合と年少

人口割合の差が年々大きくなり、急速に増加している老年人口は、平成 42 年

（2030 年）には総人口の約 3 割を占めると予測されています。 

 

【南多摩保健医療圏における将来人口推計（老年人口・年少人口）】  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 南多摩保健医療圏の老年人口割合は、いずれの市も年々上昇しており、都全体と

比較すると、平成 37 年（2025 年）以降は 5 市全てが都全体を上回ります。高齢

化の進行は、今後も継続すると予測されています。 

 

【南多摩保健医療圏における老年人口割合の将来推計】 

 

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の市区町村別将来推計人口」（平成 30 年３月推計） 

出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の市区町村別将来推計人口」（平成 30 年３月推計） 
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２ 世帯                                  

 
○ 南多摩保健医療圏の一般世帯数は、平成 27 年時点では約 63 万世帯です。総人

口が平成 27 年から平成 32 年（2020 年）をピークに減少に転じても、単独世帯

数や夫婦のみの世帯数などの増加により、一般世帯数は平成 42 年（2030 年）ま

でほぼ横ばいで推移すると予測されています。 

  世帯主が 65 歳以上の単独世帯は増加し続け、平成 47 年（2035 年）には一般

世帯数の 15.4％に達することが予測されています。 

 
【南多摩保健医療圏における一般世帯数の将来推計】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都総務局「東京都世帯数の予測」平成 26 年 3 月 
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３ 出生・死亡                               

 
○ 南多摩保健医療圏の人口千対出生率は、近年低下傾向にあり、平成 28 年は、6.7

と都全体の 8.5 を下回っています。 

 

【南多摩保健医療圏における人口千対出生率】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         

 

○ 南多摩保健医療圏における平成 28 年の合計特殊出生率※1 は 1.28 で、全国の

1.44 よりも低く、都全体の 1.24 よりも高い状況です。 

 

【南多摩保健医療圏における合計特殊出生率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       
※1 合計特殊出生率：15 歳から 49 歳までの女子の年齢階級別出生率を合計したもの。一人の女子が仮にその

年次の年齢別出生率で一生の間に産むとしたときの合計数に相当する。 

出典：東京都福祉保健局「人口動態統計」  

出典：東京都福祉保健局「人口動態統計」  
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第１部 総論 第２章 南多摩保健医療圏の概要 

○ 南多摩保健医療圏における平成 28 年の人口千対死亡率は 8.1 で、都全体の 8.6

を下回っていますが、高齢化に伴い上昇しています。 

 

【南多摩保健医療圏における人口千対死亡率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東京都福祉保健局「人口動態統計」  
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第１部 総論 第２章 南多摩保健医療圏の概要 

４ 平均寿命・健康寿命                           

 
○ 平成 27 年における都全体の平均寿命は、男性が 81.1 歳、女性が 87.3 歳です

が、同年の南多摩保健医療圏各市の平均寿命は、全ての市でそれを上回っています。 
 

【南多摩保健医療圏における各市の平均寿命（平成 27 年）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 平成 28 年における南多摩保健医療圏各市の 65 歳健康寿命※１を見ると、男女と

もに多摩市が高く、次いで稲城市が高い状況です。 

  女性は、65 歳健康寿命が男性よりも長いですが、65 歳平均障害期間※2 も長く

なっています。 

 

【南多摩保健医療圏における健康寿命と平均障害期間（平成 28 年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       
※1 65 歳健康寿命：65 歳の人が、何らかの障害のために要介護認定を受けるまでの状態を健康と考え、その障

害のために認定を受ける年齢を平均的に表すもの（東京保健所長会方式）。 

※2 65 歳平均障害期間：65 歳の人が、要介護認定を受けてから死亡までの期間の平均 

出典：厚生労働省政策統括官付参事官付人口動態・保健社会統計室「平成 27 年市区町村別生命表」 

算出基礎資料：区市町村住民基本台帳人口、介護保険認定者数、3 年平均死亡数及び厚生労働省簡易

生命表の基礎資料をもとに、東京保健所長会方式で算出した。   
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第１部 総論 第２章 南多摩保健医療圏の概要 

５ 主要死因別死亡割合・標準化死亡比                    

 
○ 人口動態統計に基づく、南多摩保健医療圏の平成 28 年主要死因別死亡割合は、

悪性新生物が 30.1％、心疾患（高血圧性を除く。）が 14.8％、肺炎が 9.4％、脳

血管疾患が 8.2％を占めています。 

 

【南多摩保健医療圏における主要死因別死亡割合（平成 28 年）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

○ 都を 100 とした場合の平成 27 年の南多摩保健医療圏の標準化死亡比※1 は、男

性及び女性の肺がん、女性の子宮がんが都標準よりも大きく下回っていますが、男

性及び女性の胃がん、女性の心疾患及び脳血管疾患等については、都標準をやや上

回っています。 

【南多摩保健医療圏における主要疾患別標準化死亡比（平成 27 年）】 

～東京都を 100 とした場合～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

出典：東京都福祉保健局「平成 28 年人口動態統計」  

出典：東京都福祉保健局調べ 
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※1 標準化死亡比：死因毎の死亡者数を年齢構成が均一であるという仮定で数値を補正し計算する死亡率の指標 
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第１部 総論 第２章 南多摩保健医療圏の概要 

第 4 節 保健医療資源の状況 
 
１ 基準病床数                               

 
○ 基準病床数は、病床の適正配置の促進と適切な入院医療の確保を目的に、病床整

備の基準として、医療法第 30 条の 4 第 2 項第 14 号の規定に基づき病床の種類ご

とに定められているものです。定められている基準病床の種別は、療養病床、一般

病床、精神病床、結核病床及び感染症病床であり、療養病床及び一般病床は二次保

健医療圏ごとに、精神病床、結核病床及び感染症病床は三次保健医療圏（東京都全

域）でそれぞれ定めることとされています。  
 
○ 東京都保健医療計画第六次改定においては、医療法施行規則等に基づき、療養病

床及び一般病床、精神病床、結核病床、感染症病床の基準病床数を次のとおり定め

ました。  
 
（１）療養病床及び一般病床  

（単位：床）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）精神病床、結核病床、感染症病床（東京都全域）  

（単位：床）  
 

 

 

 

出典：東京都保健医療計画（平成 30 年 3 月改定）  

出典：東京都保健医療計画（平成 30 年 3 月改定）  

二次保健医療圏 基準病床数

区 中 央 部 5,827

区 南 部 8,112

区 西 南 部 9,592

区 西 部 8,291

区 西 北 部 14,684

区 東 北 部 10,077

区 東 部 8,993

西 多 摩 3,219

南 多 摩 10,872

北 多 摩 西 部 4,108

北 多 摩 南 部 6,913

北 多 摩 北 部 5,554

島 し ょ 249

計 96,491

区　分 基準病床数

精 神 病 床 18,576

結 核 病 床 254

感 染 症 病 床 132
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第１部 総論 第２章 南多摩保健医療圏の概要 

２ 保健医療福祉施設                            

 
○ 南多摩保健医療圏の医療施設は、病院数 77 病院、病床数 17,469 床です。人口

10 万人当たりの病床数は 1,217.1 床で都全体を上回っています。  
  病院の種類別で見ると、精神科病院は都全体の 50 病院のうち 15 病院がこの南

多摩保健医療圏にあり、精神病床は 7,158 床と都全体の 3 割を占めています。  
  人口 10 万人当たりの病床数では、療養病床と精神病床が都全体を上回っていま

す。  
 

【南多摩保健医療圏における病院数】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：東京都福祉保健局「平成 28 年医療施設（動態）調査・病院報告結果報告書」 

注）人口 10 万対病床数の算出基礎となる人口･･東京都総務局統計部「東京都の人口（推計）（補正）」 

（平成 28 年 10 月 1 日現在） 

 
 

【南多摩保健医療圏における病院病床数】  
  
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：東京都福祉保健局「平成 28 年医療施設（動態）調査・病院報告結果報告書」 

注）人口 10 万対病床数の算出基礎となる人口･･東京都総務局統計部「東京都の人口（推計）（補正）」 

（平成 28 年 10 月 1 日現在） 

 

 

 

 

圏域 東京都 圏域 東京都

病院総数 77 651 5.4 4.8

一般病院 62 601 4.3 4.4

精神科病院 15 50 1.0 0.4

（再掲）地域医療支援病院 1 30 0.1 0.2

（再掲）救急告示病院 23 305 1.6 2.2

（再掲）療養病床を有する病院 34 256 2.4 1.9

区　分
病院数 人口10万対

圏域 東京都 圏域 東京都

病院病床総数 17,469 128,351 1,217.1 941.3

一般病床 6,138 81,363 427.7 596.7

療養病床 4,131 23,921 287.8 175.4

精神病床 7,158 22,412 498.7 164.4

結核病床 34 510 2.4 3.7

感染症病床 8 145 0.6 1.1

区　分
病床数 人口10万対
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第１部 総論 第２章 南多摩保健医療圏の概要 

○ 南多摩保健医療圏の一般診療所及び歯科診療所の設置数は、人口 10 万人当たり

で見ると、いずれも都全体を下回っています。  
  薬局及び訪問看護ステーションの設置数についても、人口 10 万人当たりで都全

体を下回っています。  
 

【南多摩保健医療圏における一般診療所数・歯科診療所数等】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：・一般診療所・歯科診療所は、東京都福祉保健局「平成 28 年医療施設（動態）調査・病院報告結果報告書」 

・薬局は、東京都福祉保健局「福祉・衛生統計年報」（平成 28 年度）（平成 29 年 3 月 31 日） 

   ・訪問看護ステーションは、東京都福祉保健局医療政策部医療人材課「医療機関名簿 平成 29 年」（平成

29 年 6 月 1 日現在） 

注）人口 10 万対の算出基礎となる人口 

・一般診療所・歯科診療所、薬局は、東京都総務局統計部「東京都の人口（推計）（補正）」（平成 28 年 10

月 1 日現在） 

・訪問看護ステーションは、東京都総務局統計部「東京都の人口（推計）」（平成 29 年 10 月 1 日現在）  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

圏域 東京都 圏域 東京都

一般診療所 971 13,184 67.7 96.7

（再掲）有床診療所 36 389 2.5 2.9

歯科診療所 703 10,658 49.0 78.2

（再掲）有床歯科診療所 0 1 0.0 0.0

薬局 549 6,604 38.3 48.4

訪問看護ステーション 95 1,033 6.6 7.5

区　分
設置数 人口10万対
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第１部 総論 第２章 南多摩保健医療圏の概要 

○ 高齢者福祉施設の整備状況について、65 歳以上の人口 10 万人当たりの施設数

及び定員数で見ると、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、軽費老人ホームＡ型、

小規模多機能型居宅介護・看護小規模多機能型居宅介護施設、養護老人ホームが、

施設数及び定員数ともに都全体を上回っています。 

 
○ なお、東京都地域医療構想（平成 28 年７月策定）で記載している医療需要の推

計（平成 37 年（2025 年）の在宅医療等の必要量）における『在宅医療等』とは、

居宅、特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム、有料老人ホーム、

介護老人保健施設、その他医療を受ける者が療養生活を営むことができる場所であ

って、現在の病院・診療所以外の場所で提供される医療を指しています。 

 
【南多摩保健医療圏における高齢者福祉施設等】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典：特別養護老人ホーム～養護老人ホーム／東京都福祉保健局調べ（平成 30 年 2 月 1 日現在） 

地域包括支援センター／2017 社会福祉の手引き（平成 29 年 4 月 1 日現在） 

注）65 歳以上人口 10 万対の算出基礎となる人口･･東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」

（平成 29 年 1 月 1 日現在） 

 
 
 

圏域 東京都 圏域 東京都

施設数 63 514 17.6 16.9

定員数 6,078 46,363 1,696.8 1,522.7

施設数 22 196 6.1 6.4

定員数 2,641 21,269 737.3 698.5

施設数 106 811 29.6 26.6

定員数 7,600 48,697 2,121.7 1,599.3

施設数 5 43 1.4 1.4

定員数 136 2,087 38.0 68.5

施設数 2 8 0.6 0.3

定員数 100 600 27.9 19.7

施設数 0 1 0.0 0.0

定員数 0 50 0.0 1.6

施設数 0 70 0.0 2.3

定員数 0 1,206 0.0 39.6

施設数 62 615 17.3 20.2

定員数 1,013 10,535 282.8 346

施設数 37 238 10.3 7.8

定員数 929 6,075 259.4 199.5

施設数 7 33 2.0 1.1

定員数 680 3,451 189.8 113.3

地域包括支援センター 施設数 48 427 13.4 14.0

施設数 65歳以上人口10万対

認知症高齢者グループホーム

小規模多機能型居宅介護・看護小規模

多機能型居宅介護施設

養護老人ホーム

軽

費

老

人

ホ
ー

ム

区　分

軽費老人ホーム（ケアハウス）

軽費老人ホームＡ型

軽費老人ホームＢ型

都市型軽費老人ホーム

特別養護老人ホーム

介護老人保健施設

有料老人ホーム
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第１部 総論 第２章 南多摩保健医療圏の概要 

３ 保健医療福祉従事者                           

 
○ 南多摩保健医療圏の保健医療福祉従事者数は、人口 10 万人当たり従事者数では、

都全体を下回っている職種が多いですが、精神保健福祉士及び介護福祉士は都全体

を大きく上回っています。  
 

【南多摩保健医療圏における保健医療福祉従事者数】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 出典：・医師、歯科医師、薬剤師は、「平成 28 年医師・歯科医師・薬剤師調査 東京都調査結果報告」 

・保健師、助産師、看護師、准看護師、歯科衛生士、歯科技工士は、「福祉・衛生統計年報(平成 28 年度)」 

・理学療法士～医療社会事業従事者は、「東京都の医療施設-平成 28 年医療施設（動態）調査・病院報告

結果報告書-」いずれも東京都福祉保健局発行 

    なお、理学療法士～医療社会事業従事者数は、常勤換算した数値で、小数第一位を四捨五入した。 

注）人口 10 万対の算出基礎となる人口･･東京都総務局統計部「東京都の人口（推計）（補正）」（平成 28 年 10

月 1 日現在） 

圏域 東京都 圏域 東京都

医師 2,540 44,136 177.0 323.7

歯科医師 970 16,639 67.6 122.0

薬剤師 3,489 48,813 243.1 358.0

保健師 322 3,762 22.4 27.6

助産師 205 3,792 14.3 27.8

看護師 9,591 104,744 668.2 768.1

准看護師 2,030 13,476 141.4 98.8

歯科衛生士 1,137 12,944 79.2 94.9

歯科技工士 214 3,013 14.9 22.1

理学療法士 547 5,935 38.1 43.5

作業療法士 448 3,061 31.2 22.4

視能訓練士 36 549 2.5 4.0

言語聴覚士 134 1,185 9.3 8.7

診療放射線技師 341 4,728 23.8 34.7

診療エックス線技師 2 12 0.2 0.1

臨床検査技師 454 6,362 31.6 46.7

臨床工学技士 128 1,904 8.9 14.0

あん摩マッサージ指圧師 12 126 0.8 0.9

柔道整復師 2 34 0.1 0.3

管理栄養士 205 1,853 14.3 13.6

栄養士 70 540 4.9 4.0

精神保健福祉士 169 649 11.8 4.8

社会福祉士 113 937 7.8 6.9

介護福祉士 817 2,786 56.9 20.4

医療社会事業従事者 62 743 4.3 5.4

区　分
従事者数（人） 人口10万対
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第１部 総論 第２章 南多摩保健医療圏の概要 

第 5 節 受療状況等 

 
１ 入院の受療状況                             

 
○ 南多摩保健医療圏における病院（入院）の受療割合を見ると、圏域外住民の流入

患者割合は 44.5％、圏域外施設への流出患者割合は 28.3％と流入超過となってい

ます。 

また、圏域内住民が圏域内施設を受療している割合（域内完結率）は、71.7％と

都全域の割合を大幅に上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        出典：厚生労働省「平成 26 年患者調査」 

55.5

55.5

44.5

44.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東京都

（103.5千人）

圏 域

（14.5千人）

南多摩保健医療圏内施設における

圏域住民－圏域外住民の受療割合

（病院の推計入院患者）

圏域内住民

圏域外住民

（流入患者割合）

55.8

71.7

44.2

28.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東京都

（103.9千人）

圏 域

（11.6千人）

南多摩保健医療圏内住民の

圏域内－圏域外受療割合

（病院の推計入院患者）

圏域内施設

（域内完結率）

圏域外施設

（流出患者割合）

第１部 総論 第２章 南多摩保健医療圏の概要 

第 5 節 受療状況等 

 
１ 入院の受療状況                             

 
○ 南多摩保健医療圏における病院（入院）の受療割合を見ると、圏域外住民の流入

患者割合は 44.5％、圏域外施設への流出患者割合は 28.3％と流入超過となってい

ます。 

また、圏域内住民が圏域内施設を受療している割合（域内完結率）は、71.7％と

都全域の割合を大幅に上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        出典：厚生労働省「平成 26 年患者調査」 

55.5

55.5

44.5

44.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東京都

（103.5千人）

圏 域

（14.5千人）

南多摩保健医療圏内施設における

圏域住民－圏域外住民の受療割合

（病院の推計入院患者）

圏域内住民

圏域外住民

（流入患者割合）

55.8

71.7

44.2

28.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東京都

（103.9千人）

圏 域

（11.6千人）

南多摩保健医療圏内住民の

圏域内－圏域外受療割合

（病院の推計入院患者）

圏域内施設

（域内完結率）

圏域外施設

（流出患者割合）

第

２

章

- 30 -



第１部 総論 第２章 南多摩保健医療圏の概要 

２ 要支援・要介護認定者数                         

 
○ 南多摩保健医療圏における介護保険の要支援、要介護の認定状況を構成割合で見

ると、要支援、要介護ともに、都全体とほぼ同様の割合となっています。  
 

【介護保険の認定状況（第１号被保険者）】  
（上段：人数、下段：構成割合）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

要支援１ 要支援２ 要支援計 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 要介護計

547,999 84,792 70,039 154,831 108,650 93,410 68,696 65,842 56,570 393,168

(18.1) 15.5 12.8 28.3 19.8 17.0 12.5 12.0 10.3 71.7

58,288 10,207 6,645 16,852 13,273 9,526 6,597 6,204 5,836 41,436

(16.6) 17.5 11.4 28.9 22.8 16.3 11.3 10.6 10.0 71.1

24,604 4,799 2,553 7,352 6,265 3,682 2,395 2,481 2,429 17,252

(17.5) 19.5 10.4 29.9 25.5 15.0 9.7 10.1 9.9 70.1

18,441 2,670 1,995 4,665 4,165 3,258 2,292 2,118 1,943 13,776

(16.9) 14.5 10.8 25.3 22.6 17.7 12.4 11.5 10.5 74.7

7,920 1,586 1,173 2,759 1,350 1,360 941 785 725 5,161

(18.0) 20.0 14.8 34.8 17.0 17.2 11.9 9.9 9.2 65.2

5,023 825 602 1,427 1,000 851 681 555 509 3,596

(12.8) 16.4 12.0 28.4 19.9 16.9 13.6 11.0 10.1 71.6

2,300 327 322 649 493 375 288 265 230 1,651

(12.9) 14.2 14.0 28.2 21.4 16.3 12.5 11.5 10.0 71.8

圏域

八王子市

内　　　訳　（認定者数（人）／構成割合（％））

17,808

第１号被保険者数区分
認定者数

（認定割合）

町田市

日野市

多摩市

稲城市

3,022,761

350,747

140,777

108,956

44,048

39,158

東京都

出典：東京都福祉保健局高齢社会対策部介護保険課「平成 27 年度介護保険事業状況報告（年報）」 

注）第 1 号被保険者は、65 歳以上被保険者 
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第１部 総論 第２章 南多摩保健医療圏の概要 

第６節 地域医療構想 
 
○ 持続可能な社会保障制度の確立を目指した「地域における医療と介護の総合的な

確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律」（平成 26 年法律第 83 号）

の制定に伴い、医療法が改正され、都道府県には、地域の医療提供体制の将来のあ

るべき姿を示す「地域医療構想」の策定が義務付けられました。  
 
○ 都における地域医療構想は、都民、行政、医療機関、保険者など、医療・介護・

福祉等に関わる全ての人が協力し、将来にわたり東京都の医療提供体制を維持・発

展させ、「誰もが質の高い医療を受けられ、安心して暮らせる『東京』」の実現を目

指すものです。  
 
○ 地域医療構想は、医療法において、①構想区域（将来の病床数の必要量を算定し、

病床の整備を図る区域）ごとに厚生労働省令で定める計算式により算定された病床

の機能区分ごとの将来の病床数の必要量及び将来の居宅等における医療の必要量

並びに②地域医療構想の達成に向けた病床の機能の分化及び連携の推進に関する

ことを定めることとされています。  
 

【病床の 4 つの機能区分】 

高度急性期機能  急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて、診療密度が特

に高い医療を提供する機能  

急性期機能  急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて、医療を提供す

る機能  

回復期機能  急性期を経過した患者への在宅復帰に向けた医療やリハビリテー

ションを提供する機能  

慢性期機能  長期にわたり療養が必要な患者を入院させる機能  

 
○ 都における構想区域は、二次保健医療圏と同様の 13 区域（「病床整備区域」と呼

称）で、構想区域ごとに「地域医療構想調整会議」を設置し、地域医療構想の実現

に向けて、地域で不足する医療機能の確保等について、関係者が協議することとし

ています。  
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（資料）東京都地域医療構想（平成 28 年 7 月）東京都福祉保健局発行 
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第１部 総論 第２章 南多摩保健医療圏の概要 

○ 平成 37 年（2025 年）の病床数の必要量等は、平成 25 年の患者の受療動向を

基に推計されており、今後、様々な要因により変化する可能性があります。 

  

 平成 37 年（2025 年）の病床数の必要量等        （上段：人/日、下段：床） 

 高度急性期機能 急性期機能 回復期機能 慢性期機能 計 

東京都 
患者数 11,916 32,974 31,165 19,294 95,349 

病床数 15,888 42,275 34,628 20,973 113,764 

南多摩 
患者数 746 2,566 2,760 4,040 10,112 

病床数 995 3,290 3,067 4,391 11,743 

  出典：東京都地域医療構想（平成 28 年 7 月）東京都福祉保健局発行 

 

○ 在宅医療等の必要量は、平成 25 年の訪問診療や介護老人保健施設の入所者数等

から推計されています。平成 37 年（2025 年）の在宅医療等の必要量も、病床数

の必要量と同じく、推計値です。今後の療養病床の在り方によっては、必要量が変

わることも考えられます。 

 

平成 37 年（2025 年）の在宅医療等の必要量 （人/日）  

 
在宅医療等  

 

（再掲）訪問診療のみ  

東京都  197,277 143,429 

南多摩  20,047 13,661 

  出典：東京都地域医療構想（平成 28 年 7 月）東京都福祉保健局発行 

 

○ 将来にわたって東京の医療提供体制を維持・発展させていくため、「東京都地域医

療構想」では、「東京の 2025 年の医療～グランドデザイン～」として、「誰もが質

の高い医療を受けられ、安心して暮らせる『東京』」を描き、その実現に向けた 4

つの基本目標が掲げられています。 

 

【4 つの基本目標】 

Ⅰ 高度医療・先進的な医療提供体制の将来にわたる進展 

  ～大学病院等が集積する東京の「強み」を生かした、医療水準のさらなる向上～ 

Ⅱ 東京の特性を生かした切れ目のない医療連携システムの構築 

  ～高度急性期から在宅療養に至るまで、東京の医療資源を最大限活用した医療連携の推進～ 

Ⅲ 地域包括ケアシステムにおける治し、支える医療の充実 

  ～誰もが住み慣れた地域で生活を継続できるよう、地域全体で治し、支える「地域完結型」医療の確立～ 

Ⅳ 安心して暮らせる東京を築く人材の確保・育成 

  ～医療水準の高度化に資する人材や高齢社会を支える人材が活躍する社会の実現～ 
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